
志

賀

直

哉

年

譜

考

(
六

)

1

明
治
三
十
七
年

一
月
か
ら
四
月
ま
で

i

生

井

知

子

岡

圓

鬮
田
困
閃
H
四
囘
團

(攀
え
二
+
二
歳
満

二
+
～
二
±

歳
)

1

.
1
(金
)

直
哉
は
青
山

に
墓
参
。
睦
友
会

の
会
合
に
出
席
。
久
本
亭

に
行
く
。
吉
花

の

「
絵
本
太
功
記
」
十
段
目
、
昇
之
助

の

「
新
版
歌
祭
文
」
野

崎
村

の
段
を
聞
く
。

(日
記
)

1

・
2

(土
)

近
衛
篤
麿
院
長
死
去
。

(『学
習
院

一
覧

明
治
三
十
八
年
九
月
～
三
十
九
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」
)

直
哉
は
横
浜

の
喜
楽
座
で
観
劇
。
「神

霊
矢

口
渡
」
「大
杯

觴
酒
戦
強
者
」

「鎌
倉
権

五
郎
」

「
茲
江

戸
小
腕

達
引

」
を
見

る
。
左

団
次

、
小

団
次
、
米

蔵
、
莚

升
、
歌

舜
、
荒
次

郎
、
升

若
、
九

団
次

な
ど
。

(日
記
)
(
『歌
舞
伎
放
談
』
「初
代
左
団
次
」
)
(『稲
村
雑
談
』
「
芝
居
熱
」)

(
『続
々
歌
舞
伎
年
代
記
』
坤
の
巻
)

1

.
3

(日
)

午
前
十
時
半

か
ら
午
後

四
時
半

頃
ま
で
田
村
寛
貞

が
志
賀
家

に
来
宅
。
午
後

五
時
頃
か
ら
夜
十

二
時
頃
ま

で
直
哉

は
田
中
平

一
を
訪
問
。

良

心
に

つ
い
て
語

る
。
(日
記
)

1

・
4
(月
)

細

川
潤
次
郎

が
学
習
院
長
心
得
と

な
る
。

(『学
習
院

一
覧

明
治
三
十
八
年
九
月
～
三
十
九
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」〉

直
哉

は
午
前
十
時

頃
か
ら
、
昇
之
助

に
与
ふ
る

の
書
を
作

り
、
夜
田
中
平

一
が
来

て
清
書
、
投

函
。
(日
記
)
昇
之
助

の
天
分

は
豊
か
な

も

の
で
あ

る
の
で
、
そ
れ
を
自

覚
し
、
ど

こ
ま

で
も
自
重
し

て
ほ
し

い
と

い
う
匿
名

の
手

紙
だ

っ
た
。

(『濁
つ
た
頭
』
関
連
草
稿
)
(未
定
稿

'

六
七



志
賀
直
哉
年
譜
考

(六
)

六
八

獅

『
マ
リ
イ

・
マ
グ
ダ
レ
ー
ン
』
)

1

・
5
(火
)

午
後
三
時
頃
か
ら
田
中
平

一
と
小
山
三
郎
が
志
賀
家

に
来
宅
。
直
哉

は
青

山
に
墓
参

し
、
田
中
平

一
の
家

に
寄
り

、
七
時
十
分
過
ぎ

に
久

本
亭
着
。
巴
勝

の

「
桜
鍔
恨
鮫
鞘
」

(鰻
谷
)
、
吉

花

の

「
摂
州
合
邦
辻
」
、
昇
之
助

の

「
三
十

三
問
堂
棟
由
来

」
(柳
)
を
聞
く
。

(日
記
)

1

・
6
(水
)

近
衛
院
長

の
葬
儀
。
学
習
院
学
生

一
同
葬
送
。

(『学
習
院

一
覧

明
治
三
+
八
年
九
月
～
三
+
九
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」
)

昼
近
く
、
直
哉
は
、
木
下
利
玄
を
訪
問
。
共

に
目
白
村
塾
ま
で
歩
き
、

い
つ
か
休
暇
に
こ
こ
を
借
り
て
数

日
を
過
ご
し
た

い
と
語

り
合
う

。

そ

の
後
、
近
衛
院
長

の
葬
列

に
加
わ
り
、
谷
中
斎
場
ま

で
行
く
。

(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)

直
哉

は
、
夜

一
人

で
久

本
亭

に
行
く
。
巴

勝

の

「
箱
根
霊
験
躄
仇

討
」
餞
別

の
段
、
吉
花

の

「
碁
太

平
記
白
石
噺
」

七
段
目

(揚
屋
)
、

昇
之
助

の

「菅
原
伝
授
手
習
鑑
」

四
段
目
切

(寺
子
屋
)
を
聞
く
。

(日
記
)
(M
37
・
1

・
n
日
記
)

1

・
7
(木
)

直
哉

は
、
田
中
平

一
と
共

に
木
下
利
玄
を
訪

問
し
、
三
人

で
東
京
座

で
観
劇
。

「児
雷

也
後

日
物
語
」
「
和

田
合
戦
女
舞

鶴
」
「
碁
太
平
記

白

石
噺

」
「
神
明
恵
和
合
取
組

」
を

見
る
。
芝
翫
、
小
団
次
、

ぼ
た

ん
、
猿

之
助
、
女
寅
、
宗
之
助
、
訥
子
、
源

之
助

、
勘

五
郎
、
団
子

な
ど
。
(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)
(
『続
々
歌
舞
伎
年
代
記
』
坤
の
巻
)

そ

の
後
、
直
哉

は
、
久

本
亭

に
行
く
。
吉

花

の

「
伽
羅
先

代
萩

」
六
段

目

(御
殿
)、
昇

之
助

の

「
傾
城

阿
波

の
鳴
門
」

八
段
目
を
聞
く
。

(日
記
)

1

・
8

(金
)

学
習
院
で
新
年
始
業
式
。

(『学
習
院

一
覧

明
治
三
+
八
年
九
月
～
三
+
九
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」)

直
哉
は
始
業
式
に
出
席
。
林
博
太
郎

の
新
任
告
達
式
が
あ
る
。
田
中
平

一
の
家

に
寄

っ
て
か
ら
帰

宅
。
夜

、
志
賀
直
道

.
直
温

.
英
子

.

直
三

・
淑
子
と
双
六
を
す
る
。

(日
記
)

1

・
9
(土
)

午
後
、
田
中
平

一
が
志

賀
家
に
来
宅
。
直
哉

は
夕
食
後

、
久

本
亭

に
行
く
。
巴
勝

の

「
増
補

八
百
屋
献
立
」
、
吉
花

の

「
仮
名
手
本
忠

臣

蔵
」
四
段
目
、
昇
之
助

の

「
近
頃
河
原
達
引
」
堀
川

の
段
を
聞
く
。

(日
記
)

1

・
10
(
日
)

午
後
、
直
哉
は
、

田
中
平

一
と
新
富
座

で
観
劇
。
コ
扇
富
士
蓬
莢
曾
我
」
「
是
評
判
浮
名
読
売
」
を
見
る
。
又
五
郎
、
勝
太
郎
、
幸

之
助
、



駒
助
、
左
喜
松
、
梅
次
郎
な
ど
。

(日
記
)
(
『続
々
歌
舞
伎
年
代
記
』
坤
の
巻
)

直
哉

は
四
時
過
ぎ
新
富

座
を
出
、
眼
鏡

の
や

ぶ
で
食
事
後

、
久
本
亭

に
行

く
。
巴
京

の

「
絵
本
太

功
記
」
十
段

目
、
末
菊
、
綾
登

司

の

「
玉
藻

前

曦

袂

」

三
段

目
、
梅

登

の

「
菅

原
伝

授
手

習

鑑

」

四
段

目

切

(寺
子
屋
)
、

巴
勝

の

「
傾

城
反

魂

香

」
(吃
又
)
、
吉

花

の

コ
ニ
十
三
間
堂
棟
由
来
」

(柳
)
、
昇
之
助

の

「
御
所
桜
堀
川
夜
討
」
三
段
目
を
聞
く
。

(日
記
)

1

・
11
(月
)

夜
、
直
哉
は
志
賀
直
道
と
義
太
夫
に

つ
い
て
話
す
。
八
時
半
頃
、
岩
下
家

一
が
志
賀

家
に
来
て
泊
ま
る
。
(日
記
)

*
直
道
は
義
太
夫
が
好
き

で
よ
く
出
か
け
、
琴
平
亭
で
は
定
連
に
な

っ
て

い
た
。
相
生
太
夫

が
贔

屓
だ

っ
た
。
直
哉

は

「
学
生

が
娘
義
太

夫
を
聞
く
と

い
う
こ
と
は
誤
解
さ
れ
や
す

い
か
ら
、
な
る
べ
く

一
緒

に
行
き

ま
し
ょ
う
」

と
言
う

が
、
直
道

は

「
た
だ

聞
き

に
行
く
だ
け

な
ら
、
少
し
も
差

し
支
え
な

い
」
と
返
事

を
し
た
。
(
『祖
父
』
十
九
)

1

・
12

(火
)

朝

六
時
半
か

ら
七
時
十

五
分

ま
で
直
哉
は
岩

下
家

一
と
話
を

し
、

一
時
間
遅
れ

て
学

習
院

に
登
校
。

フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
を

す
る
。
午
後

の

「
漢
文

」

の
時
間
は
す

べ
て
遊
ぶ
。
夜

「
西
洋

歴
史
」

の
勉

強
。
(日
記
)

1

.
13

(水

)

直
哉

は
、

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
す

る
。
学
習
院
の
帰
り

、
有
島
生
馬
を
訪
問
、

八
時
頃
ま

で
話
す
。
帰
宅
後
、
広
津
柳
浪

『名
物

松
原
饅

頭
』
を
読
む

。
(日
記
)

1

・
14

(木
)

直
哉

は

「
英
文

」

の

『
フ
レ
デ

リ

ッ
ク
大
王
伝
』

の
授
業

で
当

て
ら
れ
る
。
ボ

ー
ト

の
C
組

の
選
手

に

つ
い
て
相
談
。
夜
、

『
フ
レ
デ

リ

ッ
ク
大

王
伝
』
.
『
バ

ッ
ド

・
ボ
ー
イ
』
・
「
東
洋
歴
史

」

の
復

習
後
、

一
時
半
頃

か
ら

『松

原
饅
頭
』

を
読
む

。
三
時
半

就
寝
。

(日

記
)

1

・
15
(金
)

直
哉
は

『
バ

ッ
ド

・
ボ

ー
イ
嘸
と
ブ

ッ
フ

ハ
イ

ム

『独
逸
読
本
』

の
授
業

で
当

て
ら
れ
る
。

(日
記
)

1

・
16
(土
)

南
日
恒
太
郎
と
熊
本
謙

二
郎

の

「
英
文
」
は
休
講
。
直
哉
は
有
島
生
馬
と
東
京
美
術
学
校

に
行
く
。
藤
島
武

二
は
不
在
だ
が
色

々
見
せ
て

貰
う
。
神
田

の
藪

で
夕
食
後
、
中
西
屋

に
寄

っ
て
か
ら
、
錦
輝
館

に
行
く
。
弥
班
太
夫

の

「
絵
本
太
功
記
」
十
段
目
前
半
部

(夕
顔
棚
)
、

葉
太
夫

の

「
増
補
忠
臣
蔵
」

(本
蔵
下
邸
)、
角
太
夫

の

「
恋
女
房
染
分
手

綱
」
十
段

目

(重
の
井
子
別
)
、
長
子
太
夫

の

「
伊
賀
越
道
中

双

志
賀
直
哉
年
譜
考

(六
)

亠ハ
九



志
賀
直
哉
年
譜
考

(六
)

七
〇

六
」

六
段

目
、
生
島
太
夫

の

「菅

原
伝
授
手
習
鑑
」

四
段

目
切

(寺
子
屋
)
を
聞
く
。

(日
記
)

1

・
17

(日
)

直
哉

は
、
明
治
座

で
観
劇
。
大
入
り
客
止

め
。
川
上
音

二
郎

・
貞
奴

・
山
本
芳
翠
も
来

て
い
た
。
松
居
松
葉

「
後
藤
又
兵
衛
」
、
「
御
所
桜

堀
河
夜

討
」
三
段
目
、
「
秋
色
桜
上

野
早
咲
」
を
見
る
。
左
団
次

の
又
兵
衛

。
山
本
芳
翠
が
書
割
を
書

い
た
。
芝
翫
、
米
蔵
、
寿
美
蔵
、

小
団
次

、
時
蔵

、
莚
升

、
ぼ
た
ん
な
ど
。

(日
記
)
(『歌
舞
伎
放
談
』
「初
代
左
団
次
」
)
(
『続
々
歌
舞
伎
年
代
記
』
坤
の
巻
)

1

・
18

(月
)

直
哉

は
岩
倉
道
倶

を
見
舞

い
、
午
後

か
ら
、
志
賀
直
道

・
留
女

・
英
子

の

い
る
歌
舞
伎
座

に
行
く
。
「
忠
孝
梅

金
沢
」
「
大
磯

和
田
宴
」

「
三
千
両
初
春
蔵
入

」
「恋

飛
脚
大
和
往
来

」
を

見
る
。
八
百
蔵
、

羽
左
衛

門
、
市
蔵
、
我
当
、
吉
右
衛

門
な
ど
。

(日
記
)
(
『続
々
歌
舞
伎

年
代
記
』
坤
の
巻
)

1

・
19

(火
)

直
哉

は
、
学

習
院

の
最

初
の

一
時

間
と
終

わ
り

の

一
時
間
を
欠
席
す

る
。

田
中
平

一
の
家
を
訪
問

し
、

八
時
半
頃
帰
宅
、
就
寝
。

三
条
公

輝
に

『金
色
夜

叉
』
を
貸
す

。
(日
記
)

木
下
利
玄

・
正
親

町
公

和
が
直
哉

に
寄

せ
書
き

の
葉
書
を
送

る
。

(
『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』
)

1

・
20

(水
)

直
哉

は
昼
か
ら
学
習
院
を
休
む
。
五
時
頃
家
を
出

て
東
橋
亭

に
行
く
。
綾
登
司

の

「
日
蓮
聖

人
御
法
海

」
三
段
目

(勘
作
住
家
)、
巴
勝

の

「
増
補
八
百
屋
献
立
」
、
素
行

の

「
加
賀
見
山
旧
錦
絵
」
七
段
目

(尾
上
部
屋
)
、
岡
太
郎
、
綱
清
、
吉
花

の

「
摂
州
合
邦
辻
」
を
聞
く
。
十

時
半
帰
宅

。
(日
記
)

1

・
21
(木
)

学
習
院
正
堂
で
近
衛
院
長

の
追
悼

会
。
(
『学
習
院

一
覧

明
治
三
+
八
年
九
月
～
三
+
九
年
八
月
』
「輔
仁
会
記
事
摘
要
」
)

夜
、
田
中
平

一
と
立
花

が
志
賀

家
に
来
宅
、
十
時
半

に
帰

る
。
直
哉

は
伊
東
に

『不
如
帰
』
を
貸

す
。
「
心
理
」

の
ノ
ー
ト
を
借
り

る
。

(日
記
)

1

・
22
(金
)

直
哉
は
、
南

日
恒
太
郎

の

「英
文

」
、
林
博
太
郎

の

「
独
文
」

で
当

て
ら
れ

る
。
「
武

課
」
は
休

ん
で
図
書
館

で

『
フ
レ
デ
リ

ッ
ク
大

王

伝
』

の
勉
強
。
帰
り

に
田
中
平

一
の
家
に
よ
り
、
夜
は

ア
ー
ヴ

ィ
ン
グ

の

..弓
げ
Φ
ω
犀
①
9
げ
uu
O
o
霆

の

甫

冨

≦
帋

。
を
読
む
。

(日
記
)

1

・
23
(土
)

午
後
、
直
哉
は
有
島
生
馬
を
訪
問
し
、
夕
食
後
、
有
島

・
川
村
弘

・
小
宮
山
と
東

橋
亭
に
行
く
。
素
行

の

「
恋
娘
昔
八
丈
」
鈴

ヶ
森

の
段

、



岡
太
郎

の

「
日
吉
丸
稚

桜
」
三
段

目
、
吉
花

の

「
新
版
歌
祭
文

」
野
崎
村

の
段
、
吉
花

・
綾
登

司

・
朝

之
助
掛

け
合

い
の

「
本
朝
廿

四

孝
」
四
段
目

(十
種
香
)
を
聞
く
。

(日
記
)

1

.
24

(日
)

睦
友
会

の
会
合
で
、
田
村
寛
貞
、
有
島
生
馬
、
黒
木
三
次
、
川
村
弘
、
柳
谷
午
郎
、
徳

田
速
雄
、
杉
山
得

一
、
佐
久
間
忠
雄

、
松
平
春
光

、

志
賀

直
哉
、
菅

田
敏
光
、
中
村
貫
之
、
里
見
弾
が
集
ま
る
。
直
哉

は
、
帰
途

、
日
本
赤
十

字
社

病
院
に
岩
倉
道
倶

を
見
舞
う

。
(日
記
)

1

.
25

(月
)

直
哉

は
、
自
宅

で

『水

車
』

を
書

く
。
(日
記
)
↓
後

の
未
定
稿

23
、

24

『鳥

の
声
』
、
未
定
稿
39

『山

の
水
車
』

1

.
26

(火
)

午
後

の

「
漢
文

」
は
休

み
だ

っ
た
為
、
直
哉

、
木
下
利
玄

、
細

川
護
立

は
、
正
親

町
公
和

の
家

に
赴
き
雑
談
。
夜

、
直
哉

は
有
島
生
馬
を

訪

問
。
(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)

1

.
27
(水

)

直
哉

は
岩
倉
道
倶

を
訪

問
、
十

一
時
頃
ま

で
遊

ぶ
。
学
習
院

に
寄
り

、
正
親
町
公
和
と
帰
宅
。

三
時
頃
、
川
村
弘

が
来
宅
。
夜
は
泉
鏡
花

『
田
毎

か
"
み
』
を
読
む
。

(日
記
)

1

.
28
(木
)

図
書
館

で
邦
語
演
説
会
が
開

か
れ
る
。
武

者
小
路
実
篤

「
誘
惑
」
、
裏
松
友
光

「
平
民
的
観
念

の
必
要
」
、
徳

川
慶
久

「
伊
豆
記
行
」
、
小

原
重

雄

「
片
瀬

の
師
走

」
、
園
池
公

顕

「
旅
行

の
奨
励

」
、
神
田

乃
武
、
大
森

金
五
郎

「旅

行

の
奨

励
」
。

(M
37

・
3

「学
習
院
輔
仁
会
雑

誌
」
62
号

「批
評
」
)

直
哉

は
、
邦
語
演

説
会
を
聞
き

、
夜

一
人

で
東

橋
亭

に
行

く
。
岡
太
郎

の

「
三
十

三
間

堂
棟
由
来
」

(柳
)
、
吉
花

の

「
御
所
桜
堀

川
夜

討
」
三
段
目
、
昇
之
助

の

「
傾
城
阿
波

の
鳴
門
」
八
段
目
を
聞
く
。
十
時
半
帰
宅
。

(日
記
)

1

.
29
(金
)

朝
、
直
哉

は
田
中
平

一
の
家
に
行
き
十

一
時

頃
ま

で
遊

ん
で
学
習
院

へ
登
校

。
夜
七
時
頃

か
ら
琴
平
亭

に
行

く
。
団
昇

の

「
壼
坂

霊
験

記
」
、
友
之
助

の

「
恋
女
房
染
分
手
綱
」
十
段
目

(重
の
井
子
別
)
を
聞
く
。

(日
記
)

1

.
30

(土
)

午
前
か
ら

田
中
平

一
が
志
賀
家

に
来
宅
。
正
午
頃

、
有
島
生

馬
が
来
宅
。
三
時
頃

に
家
を
出

て
、
直

哉
と
有
島
は
明
治
座

で
観
劇

。
「後

藤
又
兵
衛
」
、
「
御
所
桜
堀

河
夜

討
」
三
段

目
を

見
る
。
そ

の
後
、
東

橋
亭

に
行
く
。
吉

花

の

「
伽
羅
先
代
萩

」
六
段

目

(御
殿
)、
昇

之

助

の

「
恋
飛
脚
大
和
往
来
」

(新
口
村
)
を
聞
く
。

(日
記
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(六
)

七

一



志
賀
直
哉
年
譜
考

(六
)

七

ニ

ー

・
31

(日
)

直
哉

は
夜

ブ

ッ
フ
ハ
イ
ム

『独
逸

読
本
』

を
勉
強
。
(
日
記
)

2

・
1

(月
)

直
哉
は
、
学
習
院
を
休

み
、
午

前
中
は
ド
イ

ツ
語
を
勉
強

。
午
後

は

『紅
葉
全
集
』
を
買

っ
て
き

て
読
み
、

『善
悪
柿
太
郎
』
を
書
く
。

夜
は
田
中
平

一
の
家

に
寄
り
、
喜
吉
亭

に
行
く
。
時
松

の

「
日
蓮

聖
人
御
法
海

」
三
段
目

(勘
作
住
家
)、
巴
勝

の

「
伊
勢
音
頭
恋
寝

刃
」

油
屋

の
段
、

広
勝

の

「
恋
娘
昔

八
丈
」
鈴

ヶ
森

の
段
、
梅

登

の

「
日
吉
丸
稚
桜

」
三
段
目
、
昇
之
助

の

「
三
十
三
問
堂
棟
由

来
」

(柳
)

を
聞
く
。

(日
記
)

2

・
2
(火
)

瀬
川
秀
雄

の

「西
洋

歴
史
」

の
授
業
。
直
哉

は
十

一
時

よ
り
帰
宅
。

『
フ
レ
デ

リ

ッ
ク
大

王
伝
』

を
勉
強
。
八
時
か
ら
喜
吉
亭

に
行

こ
う

と
す

る
が
黒
木
三
次
が
来
宅
。
十

一
時
頃
ま

で
話
す
。

(日
記
)

2

・
3
(水
)

直
哉

は
昼
帰

宅
。
『
バ

ッ
ド

・
ボ

ー
イ
』
を
勉

強
。
夜
高

崎
弓
彦

の
家

で
ブ

ッ
フ

ハ
イ
ム

『
独
逸
読
本
』
を
習

い
、
喜
吉
亭

に
行

く
。
広

勝

の

「生
写
朝
顔
話
」
宿
屋

の
段
、
梅
登

の

「
絵
本
太
功
記
」
十
段
目
、
昇
之
助

の

「
艶
容
女
舞
衣
」
酒
屋

の
段
を
聞
く
。
広
勝
が
木
下

利
玄

の
隣

の
今
川
焼
屋

の
娘

で
あ

る
こ
と
を
知

る
。

(日
記
)

2

・
4

(木
)

直
哉

は
朝

「
国
文
」
を

二
時
間
休
む
。
熊
本
謙

二
郎

の

「英
文
」

の
授
業
が
あ

る
。
午
後

の
小
林
良
四
郎

の

「
漢
文
」
は
休
講
だ

っ
た
。

『
フ
レ
デ
リ

ッ
ク
大
王
伝
』
を
勉

強
し
、
四
時
半
か
ら
細
川
護
立

の
家

に
行

く
。
木

下
利
玄

・
正
親
町
公
和
も
来

る
。
(日
記
)
(木
下
利
玄

日
記
)

喜
吉
亭

に
行

く
。
梅

登

の

「碁
太
平

記
白

石
噺
」
、
昇
之
助

の

「御
所
桜
堀
川
夜
討
」
を
聞
く
。

(日
記
)

2

・
5

(金

)

直

哉
は
白
鳥
庫
吉

の

「東
洋

歴
史

」
は
欠
席
。
熊
本
謙

二
郎
と
南

日
恒
太

郎

の

「
英
文
」
、
林
博
太
郎

の
ブ

ッ
フ
ハ
イ
ム

『独
逸
読
本
』

に
当
た
る
。
七
時
頃
、
小
山
三
郎
が
志
賀
家

に
来
宅
。
(日
記
)

2

・
6

(土
)

動
員
令
が
出
さ
れ
、
学
生
監

の
松
平
忠
禎
副
官
、
山
尾
和
三
郎
助
手

ら

の
送
別
会

が
催

さ
れ
る
。
清
水
谷

で
撮
影

の
後
、
宝
亭

で
宴
会
。

(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)

直
哉
は
、
黒
木
三
次
、
田
村
寛
貞
、
有
島
生
馬
と
、
米
津
政
賢

の
こ
と
を
相
談

。
夜

、
田
中
平

一
と
喜
吉
亭

に
行

く
。
広

勝
の

「艶
容
女



舞

衣
」

酒
屋
の
段

、
梅
登
の

「
恋
娘
昔

八
丈
」
鈴

ヶ
森

の
段

、
昇
之
助

の

「絵
本
太
功
記
」
十
段

目
を
聞
く
。
米
津

へ
手
紙
。

(日
記
)

木

下
利
玄

が
直
哉

に
手

紙
を

認
め
る
。
川
村

弘
か
ら
木

下
利
玄

が
義
太
夫

に
行
く

こ
と
が
学
習
院

の
人

に
知
れ
渡
り

そ
う
な

の
で
、
直
哉

か
ら
川
村
弘

に
人

の
前

で
言
わ

ぬ
よ
う

に
頼

ん
で
く

れ
と

の
こ
と
。

(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
』
)

2

・
7

(日
)

午
後

、
直
哉
は
牧

野
先
生

の
所

に
、
志
賀

英
子
と
お
悔

や
み
に
行
き
、
山
本
直
良

の
所

に
行

く
。

殿
太

夫

の

「
勢
州

阿
漕
浦
」

(平
次
住

家
)
と

「壇
浦
兜
軍
記
」

三
段

目

(琴
責
)
な
ど
を
聞
く
。

(日
記
)

2

.
8
(月
)

直
哉
は
学
習
院
を
休
む
。
立
花
と
喜
吉
亭

に
行
く
。
綾
登
司

の

「
恋
娘
昔
八
丈
」
鈴

ヶ
森

の
段
、
時
松

の

「
玉
藻
前
曦
袂
」
三
段
目
、
巴

勝

の

「
増
補
忠
臣
蔵

」
(本
蔵
下
邸
)
、
広
勝

の

「
雪
責

」
、
梅
登

の

「生

写
朝
顔
話
」

宿
屋

の
段
、
昇

之
助

の

「
本
朝

廿
四
孝
」

四
段

目

(十
種
香
)
を
聞

く
。

(日
記
)

2

・
9
(火
)

直
哉

は
ゲ
ー

テ

『
ヘ
ル

マ
ン
と
ド

ロ
ー
テ
ア
』

を
習
う
。

昇
之
助

の

「
近
頃
河

原
達
引
」
堀

川
の
段
を
聞

い
て
帰

る
道
、
風
紀
衛
兵

に

ビ

ー
ル
を
ご
馳
走
し
よ
う
と
す

る
。

(日
記
)

2

.
10
(水
)

直
哉
は
、
立
花
、
田
中
平

一
と
喜
吉
亭
に
行
く
。
志
賀
直
道
、
有
島
生
馬
、
木
下
利
玄
、
正
親
町
公
和
、
佐
竹

ら
が

い
る
。
広
勝
の

「新

版
歌
祭
文
」
野
崎
村

の
段
、
梅
登

の

「菅
原
伝
授
手
習
鑑
」

四
段

目
切

(寺
子
屋
)
、
昇
之
助

の

「
傾
城
阿
波

の
鳴
門
」
八
段
目

(巡
礼
唄
)
、

余
興

の

「
仮
名

手
本
忠
臣
蔵
」
七
段
目
を
問
く
。

(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)

2

.
11

(木
)

学
習
院

で
紀

元
節
奉
祝

式
。
式
後
、
細

川
院
長
心
得

が
、
前
夜

煥
発
せ

ら
れ
た
日
露
戦

争
宣
戦

の
詔
勅

を
奉
読
。

(『学
習
院

一
覧

明
治

三
十
八
年
九
月
～
三
十
九
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」
)

直
哉

は
、
朝

五
時

の
汽
車
で
山
形

へ
向

か
う

。
午
後

八
時
半
着

。
志
賀
直
方

が
迎
え

に
来

る
。
(日
記
)

2

・
12

(金

)

直
哉

は
、
志
賀
直
方

と
山
寺

に
行

く
。
(日
記
)

2

・
13
(
土
)

直
哉

は
十

一
時

頃
山
形

を
出

て
、
三
時

頃
福
島
着
。
福
島
座
を
見

る
。
夜

一
時
頃

の
夜
行

に
乗

る
。

(日
記
)

2

.
14
(
日
)

直
哉

は
午
前
九
時
半
帰
宅

。
内
村
鑑

三
の
所

は
欠
席
す

る
。
午
後

か
ら

田
中
平

一
と
歌
舞
伎
座

の
第

二
回
歌
舞
音
曲
名
人
会

に
行
く
。
そ

志
賀
直
哉
年
譜
考

(六
)

七
三



志
賀
直
哉
年
譜
考

(六
)

七

四

の
後

、
喜
吉
亭

に
行
く

。
梅

登
の

「雪
責

」
、
昇
之
助

の

「桜
鍔
恨
鮫
鞘
」

(鰻
谷
)
を
聞
く
。

(日
記
)

2

・
15

(月
)

直
哉

は
学
習
院
を

休
み
、
夜
高
崎

弓
彦

の
家
と

田
中
平

一
の
家

に
よ
り
、
九
時
半

頃
、
喜

吉
亭

に
行

く
。
昇
之
助

の

「菅

原
伝
授
手
習

鑑
」
四
段

目
切

(寺
子
屋
)
を
聞
く
。
(日
記
)

2

・
16

(火
)

直
哉

は

「
独
文

」

の
授

業
で
当

て
ら
れ
る
。
昼
に
林
博
太
郎

の

『
ヘ
ル

マ
ン
と
ド

ロ
ー
テ
ア
』

の
講
義

が
あ

る
。
午
後

の
小
林
良

四
郎

の

「
漢
文
」
は
休
講
だ

っ
た
た
め
、

『
フ
レ
デ
リ

ッ
ク
大

王
伝
』
を

復
習
す

べ
く
、
木

下
利
玄

と
共

に
帰
宅

。
帰
途

、
昇
之

助

.
昇
菊

の
話
を

し
、
《
人

の
春
を
愛
す

る
の
余

之
と
同
化
せ
ん
と
し

て
悩
を
覚

ゆ
る
如

く
人

ハ
或
人
を
愛
す

れ
バ
た
と

ひ
如
何
す
る
と
も
砕
き

て
そ
の
人

と

一
所
に
な
し
て
貰
ひ
た
き
も

の
な
り
》
な
ど
と
発
言
し
、
木

下
利
玄

に
感
銘
を
与
え

た
。
正
親
町
公
和
、
細

川
護
立
も
来
宅
し
た
が
、

義
太
夫

の
話
に
花
が
咲
き
、

『
フ
レ
デ
リ

ッ
ク
大
王
伝
』

の
復
習
は
中
止
。

(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)

2

・
17
(水
)

直
哉
は
、
帰
途
岩
倉
道
倶

の
家
に
よ
り
、
木
下
利
玄

の
家
で
、
木
下
利
玄

・
正
親
町
公
和

・
細
川
護
立
と

『
フ
レ
デ
リ

ッ
ク
大
王
伝
』

を

勉
強
。
広
勝

の
家

の
亀

の
子
焼
を
食

べ
る
。
広
勝

の
名
は
お
竹
、
軍
人

の
娘
と
聞
く
。

(日
記
)

2

・
18
(木
)

朝

の

「
作
文
」

の
授
業

で

「
陣
営
」
「
出
征
」
「
号
外
」

の
三
題
が
出
さ
れ
る
。
直
哉
は

「
陣
営
」
を
選
び
、

二
月
九
日

の
体
験
を
書
く
。

放

課
後
、
木

下
利

玄
、
正
親

町

公
和
と

共

に
細
川

護
立

の
家
を

訪
問

し
、

『
フ
レ

デ
リ

ッ
ク
大

王
伝
』

の
復

習
を

し
、
夜

は
炉
辺

に

「
三
十

三
間
堂

棟
由
来
」
を
読

み
、
昇
之
助
談

を
す
る
。
昇
之
助

に
対
し
、
語

り
た

い
、
聞
き
た

い
、
か
じ
り

つ
き

た

い
、
な
め
た

い
、

ふ
る
い
つ
き
た

い
、
見
た

い
な
ど
色

々
の
意
見
が
出
る
な
か
、
木
下
利
玄
は
、
と

て
も
そ

ん
な
事

で
は
間

に
合
わ
な

い
、

一
所

に
砕
か
れ

た

い
と
語

っ
た
。

(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)
(『濁
つ
た
頭
』
関
連
草
稿
)
(未
定
稿
窟

『
マ
リ
イ

,
マ
グ
ダ
レ
ー
ン
』
)

直
哉

は
八
時
半
帰
宅
。

そ

の
後
、
麻
布
亭

に
行
く
。
柳
適
太
夫

の

「
ひ
ら
か

な
盛
衰
記
」

三
段

目

(逆
櫓
)
、
相
生
太
夫

の

「壷

坂
霊
験

記
」
を
聞
く
。

(日
記
)

2

・
19
(金
)

直
哉

は
学
習
院
を
休

み
、
午
後

か
ら
春

日

・
日
進

回
航
員
歓
迎
会

に
行
く
。

『
フ
レ
デ
リ

ッ
ク
大
王
伝
』
を
勉
強
。

(日
記
)

2

・
20

(土

)

直
哉

は

『
フ
レ
デ
リ

ッ
ク
大
王
伝
』

の
試
験
を
受
け

る
。
宮
松
亭

に
行

く
。
小
豊
後
、
東
糸

の

「
廓
文
章

」
(吉
田
屋
)
、
昇
之
助

の

「和



田
合
戦
女
舞
鶴
」

三
段

目
を
聞
く

。
(日
記
)

2

・
21

(日
)

朝

七
時
半
、
木

下
利
玄

が
志
賀
家

に
来
宅
。
正
親
町
公
和
も
来
宅
。
直
哉
と
船

に
行
く
約
束
だ

っ
た
が
、
大
風

の
為
、
出
か
け
ら
れ
ず
、

絵
葉
書

・
義
太
夫
談
を
す

る
。
午
後

、
田
中
平

一
も
来
宅
し
雑
談
。

(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)

午
後

六
時
か
ら

二
時
間
半
、
直
哉

は
ブ

ッ
フ

ハ
イ

ム

『独
逸
読
本
』
を
勉
強
。
九
時
前
か
ら
麻
布
亭

に
行
く
。
相
生
太
夫

の

「
伽
羅
先
代

萩
」
六
段
目

(御
殿
)
を
聞
く
。
有
島
生
馬

・
岩
倉
道
倶

・
志
賀
直
方

へ
手
紙
を
出
す
。

(日
記
)

2

・
22
(月
)

直
哉

は
、
午
前
七
時
半

か
ら
六
時
間
、

ブ

ッ
フ
ハ
イ

ム

『独
逸

読
本
』
を
勉

強
。
午
後

八
時

に
家

を
出

て
琴

平
亭

に
行
く
。
緑
太

夫

の

「
岸
姫
松
轡
鑑
」
三
段
目
、
朝
太
夫

・
松
太
郎

の

「
近
頃
河
原
達
引
」
堀
川

の
段
を
聞
く
。

(日
記
)

2

・
23
(火
)

直
哉
は
、
有
島
生
馬
か
ら
預

っ
た
昇
之
助

・
昇
菊

の
写
真
版
を
木
下
利
玄

に
渡
し
、
共
に
校
庭
を
歩
み

つ
つ
、
団
光
、
梅
登
、
綾
登
司
に

似
た
人
を

見
出
す

が
、

昇
之
助

に
似
た

人
は
見
出
せ

な

い
。
直

哉
は
、
朝
、

ブ

ッ
フ
ハ
イ

ム

『独
逸

読
本
』

の
授

業

で
当
た

る
。

昼
は

『
ヘ
ル

マ
ン
と
ド

ロ
ー

テ
ア
』

の
講
義
が
あ

っ
た
。
「
漢
文
」

の
授
業
で
も
当
た

っ
た
。

(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)

夜
、
麻
布

亭

に
行

く
。
菅
太
夫

の

「
玉
藻
前

曦
袂
」

三
段
目
、
柳
適

太
夫

の

「
双
蝶

々
曲
輪
日
記
」
、
相
生
太

夫

の

「
傾

城
阿
波

の
鳴

門
」
八
段
目
を
聞
き
、
相
生
太
夫

の
鳴
八
を
す
ば
ら
し

い
と
思
う

。

『
フ
レ
デ
リ

ッ
ク
大

王
伝
』

を
見

て
寝

る
。
(日
記
)

2

・
24
(水
)

直
哉

は
昼
か
ら

学
習
院
を

休

ん
で
有
島
生

馬

の
家

に
行
き
、

ア

ン
デ

ル
セ

ン

『即

興
詩
人
』

を
読
む
。
夜

、
田
中

平

一
が
来

宅
。
(
日

記
)

*

『書
き

初
め
た
頃
』

に
よ
れ
ば
、
ア

ン
デ
ル
セ

ン
は
森
鴎
外
訳

『
即
興
詩

人
』

が
出
た
後
、
英
訳
本

で
お
伽
噺
な
ど
を
読

ん
だ
と

い
う
。

*

『稲
村
雑
談
』

「読
書

」
に
よ
れ
ば
、
森
鴎
外

は
、
古

い
美
文
系
統

の
も

の
は
性

に
合
わ
ず
、

『即

興
詩
人
』
は
愛
読

し
た

が
、
他

は
殆

ど
読

ん
で

い
な

い
と

い
う

。

2

.
25

(木

)

直
哉

は
昼
か
ら
帰
宅
。
木

下
利
玄

か
ら
貰

っ
た
昇
之
助

の
写
真
を
貼

る
。
『
フ
レ
デ
リ

ッ
ク
大
王
伝
』
と

『
バ

ッ
ド

・
ボ
ー
イ
』
を
勉
強
。

田
中
平

一
も
来
宅
。
夜
、
宮
松
亭

に
行

く
。

巴
勝
の

「
傾
城
反
魂
香
」

(吃
又
)
、
小
曲豆
後

の

「生

写
朝
顔

話
」
宿
屋

の
段
、
東
糸

の

「
御

志
賀
直
哉
年
譜
考

(六
)

七
五



志
賀
直
哉
年
譜
考

(六
)

七
六

所
桜
堀
川
夜
討
」
三
段
目
、
昇
之
助

の

「
新
版
歌
祭
文
」
野
崎
村

の
段
を
聞
く
。
(日
記
)

2

・
26
(金
)

直
哉
は
、
有
島
生
馬

に
写
真

二
葉
を
添
え

て
芸
評
を
送
る
。
柔
道
を
し
ラ
ク

ロ
ス
を
見
る
。
田
中
平

一
の
家
に
寄

る
。
(日
記
)

2

・
27
(土
)

直
哉

は
朝

か
ら
学

習
院
を
休
む
。

田
中
平

一
と
喜

吉
亭

に
行

く
。
万
八

の

「
三
十
三
問
堂

棟
由
来
」

(柳
)
、
花
米

の

「
国
性
爺
合
戦

」

(楼
門
)、

岡
太
郎

の

「
日
吉

丸
稚
桜
」
三
段

目
、
大
吉

の

「壷

坂
霊
験
記
」
、
友
之
助

の

「菅

原
伝
授
手
習
鑑
」
四
段
目
切

(寺
子
屋
)
を

聞
く
o

(日
記
)

2

・
28
(
日
)

朝
、
直
哉

は
日
記
と
前
夜

の
評
を
書

き
、
木
下
利
玄

に
送
る
。
夜
、
直
哉
は
宮
松
亭

に
行
く
。
小
豊
後

の

「本
朝

廿
四
孝
」
四
段
目

(+

種
香
)
、
東
糸

の

「
太
平
記
忠
臣

講
釈
」
七
段

目

(喜
内
住
家
)
、
昇
之
助

の

「
傾
城
阿
波

の
鳴

門
」
八
段

目
、
余

興

の

「
仮
名
手

本
忠
臣

蔵
」
七
段

目
を
聞
く
。

(日
記
)

木

下
利
玄
が
直
哉

に
絵
葉
書
を
出
す
。

(
『志
賀
直
哉
宛
書
簡
』
)
前

日
の
喜

吉
亭

の
評
を
記

し
た
直
哉

の
手
紙
が
木
下
利
玄

に
届
く

。
(木
下

利
玄
日
記
)

2

・
29

(月
)

翌
日

「
心
理
」
の
試
験

が
あ
る
と

い
う

の
で
、
志
賀
家

に
木

下
利
玄

・
正
親
町
公
和

が
来

て
、
直
哉
と
復
習
。

(日
記
)

3

・
1

(火
)

直

哉
は
、
あ
わ
れ
な
納
豆
売
り

の
話
を
聞
く
。
「
心
理
」

の
試
験

は
出
来

る
。
春

日
亭

に
昇
之
助
を
聞
き

に
行

く

の
を
思

い
と
ど
ま
り
、

『
フ
レ
デ
リ

ッ
ク
大

王
伝
』

の
勉
強
を

す
る
。
(日
記
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
歌
麿

の
絵

葉
書

を
出
す
。
(
『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』
)

こ
の
年
か

?
/
前
年
か
?

(中
学
六
年
の
時
)
(高
等
科
に
な

っ
た
初
の
頃
か
ら
)

直
哉
は
、
有
島
生
馬
か
ら
歌
麿

の
絵
葉
書
を
貰

っ
た
り
し

て
、
浮
世
絵

の
美
し
さ
を
知
り
、
浮
世
絵
熱
が
高

ま
る
。
歌
麿

の

「菊
慈
童

」

を
三
円

で
買
う
。

(『新
年
随
想
』
「絵
と
陶
器
」
)
(『書
き
初
め
た
頃
』
)

そ

の
後
、
北
斎

、
豊
国
、
国
貞
、
湖
龍
斎
な
ど
を
集

め
た
。
そ
れ
ら

の
中

の
目

ぼ
し

い
も

の
は
、
後
年
、

ロ
ダ

ン
に
贈

っ
た
。

(
『書
き
初

め
た
頃
』
)



3

・
2

(水

)

直
哉

は

一
日
授
業
を
休

み
、
末
永
馨

へ
の
返
事
と
北
島
旭

へ
の
絵
葉
書
を
書
く
。
鏡
花

の

『紅
雪
録
』
が
載

っ
て
い
る

「
新
小
説
」
と
昇

之
助

の
写
真

の
載

っ
て

い
る

「百
花
新
報
」
を
買
う
。

『
フ
レ
デ
リ

ッ
ク
大
王
伝
』
、
ブ

ッ
フ

ハ
イ

ム

『独
逸
読
本
』
を
勉
強
。

(日
記
)

*
直
哉
と
有
島
生
馬

は

『続
紅
雪
録
』

に
夢
中

に
な

っ
て
騒

い
で
い
た
。

(『芳
舟
遺
稿
』
所
収
4

・
14
川
村
弘
日
記
)

3

・
3
(木

)

直
哉

は
木

下
利
玄

に
昇
之
助
が
大
黒
様
、
昇
菊
が
恵
比
寿
様

に
な

っ
て
写
し
た
銅
版
を
上
げ

る
。

(木
下
利
玄
日
記
)

夜

、
直
哉

は
田
中
平

一
、
青
山
と
歌
舞
伎
座

で

コ
ノ
ラ
ー
の
奇
術
を
見
る
。

(日
記
)
(
『続
々
歌
舞
伎
年
代
記
』
坤
の
巻
)

木

下
利
玄
が
直
哉

に
絵
葉
書
を
出
す
。

(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
』
)

3

・
4
(金
)

直
哉
は

田
中
平

一
と
、
朝
か
ら
渋
谷

に
行
き
、
目
黒
不
動
、
大
崎

の
妙
華
園
、
八
景
園
な
ど
を
ま
わ

っ
て
、
品
川
ま

で
散
策
し
、
三
時
半

頃

帰
宅
。
夜
、

春
日
亭

に
行

く
。
末
勝

の

「
伽
羅

先
代
萩

」
六
段

目

(御
殿
)、

巴
勝

の

「
伊
勢
音

頭
恋
寝

刃
」
油

屋

の
段

、
広
勝

の

「
日
吉
丸
稚
桜

」
、
団
昇

の

「
恋
娘
昔
八
丈
」
四
段
目

(城
木
屋
)
、
昇
之
助

の

「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」

四
段

目
切

(寺
子
屋
)
を
聞
く
。

(日

記
)

3

・
5
(土
)

直
哉
は
、
有
島
生
馬
、
田
中
平

一
、
石
田
、
里
見
弾
、
林
三
郎
と
、
東
京
座
で
観

劇
。
「
桐

一
葉
」
「
日
本
勝
利
歌
」
を
見
る
。
我
当

の
且

元
、
芝
翫

の
淀

君
。
他
に
、
高

麗
蔵
、
猿
之
助
、
女
寅
、
訥
升
、
芝
鶴

、
勘

五
郎

、
寿
美
蔵
な
ど
。

(日
記
)
(
『続
々
歌
舞
伎
年
代
記
』
坤
の

巻
)

3

・
6
(日
)

輔
仁
会
春
季
大
会
を
開
催
。

(『学
習
院

一
覧

明
治
三
十
八
年
九
月
～
三
十
九
年
八
月
』
「輔
仁
会
記
事
摘
要
」)

直
哉
は
十

時
頃
起
床
、
午
後

か
ら

「
歴
史
」

の
勉
強
。
夜
春

日
亭

に
行
く
。
輔
仁
会

大
会
は
欠
席
。

広
勝

の

「
三
十

三
間
堂

棟
由
来
」

(柳
)
、
団
昇

の

「
伊
賀
越
道
中
双
六
」
六
段
目

(沼
津
)、
昇
之
助

の

「
絵
本
太
功
記
」
十
段
目
を
聞
く
。

(日
記
)

3

・
7
(月
)

学
習
院
は
、
輔
仁
会
大
会

の
慰
労
休
暇
。
直
哉

は

「
西
洋

歴
史
」
の
勉

強
を
す

る
。
志
賀
直
道

か
ら
八
郎
兵
衛

の
話
を
聞
き
、
芝
居

に
出

来
る
と
思

っ
て
筋
だ
け
書
く
。

(日
記
)

3

・
8

(火
)

直
哉
は
朝

三
時
頃
か
ら
腹
痛

が
す

る
が

「
西
洋
歴
史

」
の
試

験
だ

け
は
受

け
る
。
岩
倉
道
倶

の
家

で
五
時
ま

で
話
す
。

(日
記
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(六
)

七
七



志
賀
直
哉
年
譜
考

(六
)

七
八

3

・
9
(水
)

直
哉

は
学
習
院
を
休

み
、
昼
頃
か
ら
岩
倉
道
倶
と
有
島
生
馬
を
訪
問
し
、
散
歩
。

こ
の
日
、
脱
走
兵
七
名
が
銃
殺
と
な

っ
た
こ
と
に

つ
い

て
考

え
る
。
夜
、

一
人

で
琴
平
亭

に
行

く
。
若

之
助

の

「
廓
文
章

」

(吉
田
屋
)
、
清

枝

の

「
御
所

桜
堀
川
夜
討
」
、
小
清

の

「
桜
鍔
恨

鮫

鞘
」

(鰻
谷
)
を

聞
く
。

こ
れ
ま

で
に
感

心
し
た
義
太
夫

は
、
喜
吉
亭

で
聞

い
た
昇
之
助

の

「近

頃
河
原
達
引
」

堀
川

の
段
、
麻
布
亭

で

聞

い
た
相
生
太
夫

の

「傾
城
阿
波

の
鳴
門
」
と
今
回

の
小
清

の

「
桜
鍔
恨
鮫
鞘
」

(鰻
谷
)
の
三
回
。

(日
記
)

*

『暗
夜

行
路
』
草

稿

13
十
八

に
よ
れ
ば
、
こ

の
頃
時

々
石
川
島

で
徴
丘
ハ忌

避
者

・
脱
営
者

の
銃
殺
が
あ
り
、
極
端

な
非
戦
主
義
者

に

な

っ
て

い
た
直
哉

は
自
分

が
徴
集

さ
れ
た

ら
、
自
分

の
考
え
を
明
ら
か

に
し

て
銃
殺
さ
れ

る
よ
り
仕
方
が
な

い
と
思

っ
た
。

3

・
10

(木
)

昼
は

『
ヘ
ル

マ
ン
と

ド

ロ
ー
テ
ア
』

の
講
義
が
あ

っ
た
。
直
哉
は
帰
宅
後

『
フ
レ
デ
リ

ッ
ク
大
王
伝
』

の
勉
強
。
夜
、
高
崎
弓
彦
と
新
荘

の
家

に
行
き

、
ブ

ッ
フ
ハ
イ
ム

『独
逸
読
本
』
を
習
う
。

一
人
琴
平
亭

に
行
く
。
若
之
助

の

「菅

原
伝
授
手
習
鑑
」

四
段

目
切

(寺
子
屋
)
、

清
枝

の

「
伽
羅
先

代
萩
」

六
段

目

(御
殿
)
、
小
清

の

「
ひ
ら
か
な
盛
衰

記
」
三
段

目

(逆
櫓
)
を
聞
く
。
(日
記
)

有
島

生
馬

が
直
哉

に
北
斎

の
絵
葉
書
を
出
す
。
昨

日
直
哉

が
語

っ
た
脱
走
兵
七
名

の
銃
殺

に

つ
い
て
考
え
た
と

の
こ
と
。
木
下
利
玄
が
直

哉

に
絵
葉
書
を
出

す
。
(
『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』
)

3

・
11

(金
)

直
哉

は
帰
り

に
田
申
平

一
の
家

に
寄

り
、
夜
、
琴
平
亭

に
行
く
。
団
登

の

「壼
坂

霊
験
記
」
、
団
昇

の

「
蝶
花
形
名

歌
島

台
」
八
段
目
、

若
之
助

の

「新

版
歌
祭
文

」
野
崎
村

の
段

、
清
枝

の

「絵
本
太
功
記
」
十
段

目
、
小
清

の

「傾
城
阿
波

の
鳴
門
」
を
聞
く
。

(日
記
)

3

・
12

(土
)

直
哉
は
、
夜

、
「
心
理
」

の
ノ
ー
ト
を
見

る
。

広
津
柳
浪

『
さ
"
れ
浪
』
を
読
む
。

(日
記
)

3

・
13

(日
)

雪

の
た
め
遠
足
は
中
止
。
有
島
生
馬

の
招
待

で
、
直
哉

は
招
魂
社

で
、
宝
生

の
能
会
を
見

る
。
狂
言

「木
六
駄
」

「居
杭
」
、
能

「
大
蛇
」

「
放
下
僧
」
「
鷺
」

「鞍
馬

天
狗

」
「連

獅
子
」
。
宝
生
九
郎

の

一
世

一
代

の

「
木
曾
」

の
願
書
も
見

る
。

そ
の
後

、
有

島
と
三
田

の
い
ろ
は

で
夜
食
し
、
春

日
亭

に
行

く
。
広
勝

の

「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」

四
段

目
、
団
昇

の

「
一
谷
嫩
軍
記
」

三
段

目
切

「
熊
谷
陣
屋
」
、
昇
之
助

の

「
近
頃
河
原
達
引
」
堀
川

の
段
を
聞
く
。

(日
記
)
(『蝕
ま
れ
た
友
情
』

こ

里
見
弾

・
児
島
喜
久
雄

・
中
村
貫
之

・
菅
田
敏

光

・
大
村

謙
太
郎

・
田
中
治

之
助

が
絢
友
会
を
結
成

。
(里
見
弾

『絢
友
会
の
生
れ
』)



3

・
14
(月
)

直
哉
は
、
カ

ー
ラ
イ

ル

『英
雄
崇
拝
論
』
を
読
む
。

(日
記
)

3

・
15
(火
)

学
習
院

の
帰
り
に
、
木
下
利
玄
と
正
親
町
公
和
が
志
賀
家

に
来
宅
。
細
川
護
立
も
来

て

「
国
文
」

の
勉
強
を
す
る
。
木
下

・
正
親
町
と
春

日
亭

に
行
く
。
巴
勝

の

「
関
取

二
代
勝
負
附
」

(秋
津
島
内
)
、
広

勝
の

「碁
太

平
記
白

石
噺
」
、
団
昇

の

「
苅
萱
桑
門
筑
紫
轢
」
三
段
目
切

(守
宮
酒
)
、
昇
之
助

の

「
艶
容
女
舞
衣
」
中

の
巻
後
半
部

(長
町
)、
掛
け
合

い
の

「仮
名
手
本
忠

臣
蔵
」

七
段

目
を
聞
く

。
(日
記
)

3

・
16

(水
)

放
課
後
、
直
哉
、
正
親

町
公
和
、
木
下
利
玄
は
、
木

下

の
家

に
行
き
、
竹
柏

の
話
、
蟻

の
話
な
ど
を
し
、
「
国
文
」

の
復

習
を
す

る
。
細

川
護
立
も
終
わ
り
頃
や

っ
て
来
る
。
直
哉
は
八
時
頃
帰
宅
。

(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)

3

・
17

(木
)

直
哉
は

「
国
文
」

の
試
験

を
受

け
、
上
出
来
。
夜
は

一
人
鶴
仙

亭
に
行
く
。
大
吉

の

「恋

飛
脚
大
和
往
来
」

(新
口
村
)
、
昇

之
助

の

「
伽

羅
先
代
萩
」
六
段
目

(御
殿
)
を
聞
く
。

(日
記
)

3

・
18

(金
)

直
哉

は
学
習
院
を
休
む
。
午
後

か
ら
田
中
平

一
が
来
宅
。
夜

、

『愛

か

(仮
の
名
)』

の
其

一

(箱
根
に
て
書
き
し
も
の
)
を
執
筆
。

(日
記
)

3

・
19

(土
)

直
哉

は
学
習
院
を
休

み
井

上
病

院
に
行
く
。
鶴
仙
亭

に
行

く
。
時
松

の

「
奥
州
安
達
原
」

三
段

目
、
巴
勝

の

「
増
補

八
百
屋
献
立
」
、
小

豊
後

の

「
蝶
花

形
名
歌
島
台
」

八
段

目
、
大
吉

の

コ
ニ
十

三
問
堂
棟

由
来
」

(柳
)
、
昇
之
助

の

「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」

四
段

目
を
聞
く

。

(日
記
)

3

・
20
(
日
)

直
哉

は
、
午
後

か
ら
有
島
生
馬
と
松
平
春
光
と

上
野
の
巴
会

に
行
き

、
眼
鏡

の
や
ぶ
で
夜
食
後

、
鶴
仙
亭

に
行

く
。
時

松

の

「
日
高

川
入

相
花

王
」

四
段

目

(旦
咼
川
)
、
昇
之
助

の

「
傾
城
阿
波

の
鳴
門
」
八
段
目
を
聞
く
。
巴
勝

・
小
豊
後

・
大
吉
は
聞
か
な

い
。

(日
記
)

3

・
21
(月
)

直
哉

は
、

翌
日

「
西
洋

歴
史
」

の
試
験

が
あ

る
と
思

っ
て

い
た

た
め
、
終

日
在
宅

。
夜

「
聖
書

之
研
究
」
を
読
む

。
(日
記
)

3

・
22
(火
)

直
哉

は
学
習
院
を

一
時

間
遅
刻
、
あ
と

は
す

べ
て
出
席
。

『
ヘ
ル

マ
ン
と
ド

ロ
ー
テ
ア
』

の
講
義

が
あ

っ
た
。
夜

「同
情
」

「粋
」
と

い
う

演
説

の
筋
を
考
え

る
。

(日
記
)

3

・
23
(水
)

直
哉
は

「
西
洋
歴
史
」

の
試
験
を
受
け
、

田
中
平

一
の
家

に
寄
り
十

一
時
半
頃
帰
宅
。

三
時
頃
、

田
中
平

一
が
来

て

「心
理
」

の
ノ
ー
ト

を
調

べ
る
。
夜
、
泉
鏡
花

『起
誓
文
』
を
読
む
。

(日
記
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(六
)

七
九



志
賀
直
哉
年
譜
考

(六
)

八
〇

3

・
24

(木
)

直
哉
は
午
前
、
「
数
学
」
を
復

習
。
午
後
か
ら
田
村
寛
貞

の
家

に
行

く
。
夜
正
親
町
公
和
と
牛
込
亭

に
行
く
。
花
靱

の

「
傾
城
阿
波

の
鳴

門
」
八
段
目
、
吉
花

の

「
絵
本
太
功
記
」
十
段
目
、
小
政

の

「
新
版
歌
祭
文
」
野
崎
村

の
段

を
聞
く
。
(日
記
)

*
座
談
会

『志
賀
直
哉
日
記
を
め
ぐ

っ
て
』

に
よ
る
と
、
岩
元
禎
に
大
学
で
は
哲
学
科
に
行
け
と
言
わ
れ
、
そ

の
資

格
を

取
る
た
め
に
学

習
院

で
は

「
数
学
」
を
履
修
し
た
。

3

・
25
(金
)

直
哉
は
南
日
恒
太
郎

の

「
英
文
」

の
試
験
は
上
出
来
だ

っ
た
。
ブ

ッ
フ
ハ
イ

ム

『独
逸
読
本
』

は
A
、
「
国
文
」
も
○
。
「
数
学
」
は
公
式

を
誤
り

一
題

し
か
出

来
な
か

っ
た
。

『
ヘ
ル

マ
ン
と

ド

ロ
ー
テ

ア
』

は
大
変
面
白

い
。
木

下
利
玄
と

『
フ
レ
デ
リ

ッ
ク
大
王
伝
』
を

勉
強
、

十

一
時
半
頃
か
ら
内
村
鑑
三

『求
安
録
』
を
読
む
。

(日
記
)

3

・
26
(土
)

直
哉
は
木
村
家

に
見
舞

い
に
行
く
。
夜
、
四
時
間
ほ
ど

「
心
理
」

の
勉
強
を
す
る
。

(日
記
)

3

・
27
(
日
)

午
前
、
直
哉
は

「心
理
」

の
勉
強
を
す

る
。
夜
、
田
中
平

一
の
家

に
行
き
、
鶴
仙
亭
に
行
く
。
小
豊
後

の

「
艶
容
女
舞
衣
」
酒
屋

の
段
、

大
吉

の

「加
賀
見
山
旧
錦
絵
」
七
段
目

(長
局
)
、
昇
之
助

の

「恋

飛
脚
大
和
往
来
」

(新
口
村
)
を
聞
く
。

(日
記
)

有
島
生
馬
か
ら

の
手
紙

が
届
く
。
小
政

の

「
傾
城
阿
波

の
鳴
門
」
八
段
目
を
評
し
、
義
太
夫
節

の
演
者

の
あ
る

べ
き
姿

に
つ
い
て
論
じ
た

も

の
。
直
哉
も
大
賛
成
。

(日
記
)
(
『志
賀
直
哉
宛
書
簡
』
)

木

下
利
玄

が
直
哉

に
絵
葉
書
を
出
す
。
立
花
高
木
が
休

み
に
上

田
敏

『
み
を

つ
く
し
』
を
読

み
た

い
の
で
火
曜
日

に
持

っ
て
き

て
貸
し

て

ほ
し

い
と
言

っ
て

い
る
と

の
伝
言
。

(
『志
賀
直
哉
宛
書
簡
』
)

*

『書
き
初

め
た
頃
』

に
よ
れ
ば

、
上

田
敏

は
読
む
気

が
し
な
か

っ
た
と

い
う
。

3

・
28
(月

)

直
哉

は
朝
と
夜

、
有
島
生
馬

に
手
紙
を
書
く
。
午
後

『
フ
レ
デ
リ

ッ
ク
大
王
伝
』
を
勉
強
。

(日
記
)

3

・
29

(火

)

直
哉

は

「
心
理
」
の
試
験

が
上
出
来
。
午
後
木

下
利
玄

が
来

て
、

『善
悪
柿
太
郎
』
を
書
く
。
新
荘

の
家

に
行
き
、

「東
洋
歴
史
」

の
ノ
ー

ト
を

借
り
る
。
『
フ
レ
デ
リ

ッ
ク
大

王
伝
』

の
勉
強

。
(日
記
)

3

・
30

(水

)

直
哉

は

『
フ
レ
デ
リ

ッ
ク
大

王
伝
』

の
試
験

は
五
題
中

一
題
失
敗
。
夜

八
時
半
頃

か
ら

「東
洋

歴
史
」

の
勉
強
。

(日
記
)



3

・
31
(木

)

直
哉

は

「東

洋
歴
史
」

の
試
験
を
受

け
る
。
有

島
生
馬

の
家

で
会
合
。
夜

、
宮

戸
座

で
観

劇
。
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」

を
見
る
。
訥
升
、

寿
美
蔵
、
訥
子
、
菊

四
郎
、
宗
之
助
な
ど
。

(日
記
)
(『続
々
歌
舞
伎
年
代
記
』
坤
の
巻
)

こ
の
日
か

?

(川
村
弘
日
記
で
は
3

・
11
と
あ
る
が
存
疑
)

睦
友
会

の
春
季
遠
足

の
場
所
を
決

め
る
会
合
を

雨
東

(有
島
生
馬
)
邸

で
開
く
。
半
月

(志
賀
直
哉
)
・
川
村
弘

・
天
外

(黒
木
三
次
)
・
礫

川

(松
平
春
光
)
・
勇
雪

(田
村
寛
貞
)
・
G
Y
ら
が
集
ま
り
、
黒
木

の
意

見
で
鈴
川

に
行

く
事

に
な
る
。

(『芳
舟
遺
稿
』
所
収
川
村
弘
日
記
)
(
『興

津
』
)

4

・
1
(金
)

直
哉
は
九
時
か
ら
三
時
ま

で
米
津
政
賢

の
家

に
行
き
、
昨
日
亡
く
な

っ
た
豊

の
葬
式

の
た
め
木
村
家

に
行

く
。
琴
平
亭

に
行

く
。
岡
太
郎

の

「
伊
賀
越
道

中
双
六
」

六
段
目

(沼
津
)
、
大
吉

の

「
雪
責

」
、
団
栄

の

「
絵
本
太

功
記
」
十
段

目
、
梅
登

の

「
碁
太

平
記
白
石
噺
」
、

小
土
佐

の

「
傾
城
阿
波

の
鳴
門
」
を
聞
く
。

(日
記
)

4

・
2

(土
)

九
時
半

の
汽
車
に
乗
り
、
志
賀
直

哉

・
川
村
弘

・
有

島
生

馬

・
黒
木
三
次

・
松
平
春
光

で
鈴

川

へ
旅
行

。
鈴

川
に
は
黒
木

が
言

っ
て

い
た

田
子
浦
館

と

い
う
宿

屋
は
無

く
、
泊
ま

る
と

こ

ろ
が
見

つ
か
ら

な

い
が
、
成

り
行
き

に
任

せ
、
「
モ
メ
ン
タ
リ
ズ

ム
」
と

い
う

言
葉
を

作

っ
て
笑

っ
た
。
興
津

に
行

っ
て

一
碧
楼

に
泊

っ
た
。
(日
記
)
(『芳
舟
遺
稿
』
所
収
川
村
弘
日
記
)
(『興
津
』
)

川
村

弘

の
あ
だ
名

は

「
お
婆

ア
さ
ん
」
。
(
『興
津
』
)

4

・
3

(日
)

有
島
生
馬
と
直
哉

は
昇

之
助

の
賛
美

に
夢

中
。
昨

日
か
ら
二
人

は
す

べ
て
の
談
話
を
昇
之
助

に
結
び

つ
け

る
ほ
ど

で
、
黒
木
三
次

や
松
平

春
光

は
不
満
を
感

じ
て

い
た
。
(
『芳
舟
遺
稿
』
所
収
川
村
弘
日
記
)
松
平
春
光

は
、
昇
之
助
を
見

た
こ
と
が
な
く
、
昇
之
助

の
話
を
非
常

に

厭

が

っ
た

が
、
皆

は
遠
慮
な
く
昇
之
助

の
こ
と
を
話

し
合

っ
た
。

(『興
津
』
)

午
後
、
直
哉
は
、
松
平
春
光
と
川
村
弘
と
共

に
薩
垣
峠

に
行
く
。

(日
記
)

直
哉
は
、

田
中
平

一
・
志
賀
家

・
志
賀
直
方

・
木
下
利
玄

・
正
親
町
公
和

・
林
三
郎

に
手
紙
を
書
く
。

(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)

4

.
4
(月
)

朝
、
直
哉
ら

一
行
は
、
清
見
寺

に
行
く
。
戻

っ
て
か
ら
は
読
書
。
直
哉
は
英
文

の

『小
公
子
』
、
有
島
生
馬
は
独
文

の

『小
公
子
』
、
川
村

士心
賀
直
哉
年
艷
昭考

(亠ハ
)

八

一



志
賀
直
哉
年
譜
考

(六
)

八

二

弘
は

『樗
牛
全
集
』
を
読
む
。

(日
記
)
(
『芳
舟
遺
稿
』
所
収
川
村
弘
日
記
)

*
川
村
弘
日
記

に
よ
れ
ば
、
直
哉

・
松
平
春
光

・
川
村
弘

で
、
薩
陀
峠

に
行

っ
た

こ
の
は
、

こ
の
日
の
午
後
。

*
英
文

の

『小
公
子
』

に

つ
い
て
は
、
座
談
会

『回
顧
』

で
、

日
本

で
出
版
さ
れ
た
と
言
及
。

木

下
利
玄
が
直
哉

に
葉
書
を
出
す
。

(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』
)

4

・
5
(火
)

大

雨
。
直
哉

は
義
太
夫

朗
読
会

を
す

る
。

昇
之
助

の
話

で
持

ち
き
り

。
午
後
、
雨

が
晴
れ
、

つ
り
橋

を
早
く
渡

る
競
争
を

す

る
。

(日

記
)
(『芳
舟
遺
稿
』
所
収
川
村
弘
日
記
)
(
『興
津
』
)

4

・
6
(水
)

直
哉
ら

一
行
、

三
保

に
行
く
。

羽
衣

の
松
を
見
、

天
女

が

い
か
な

る
も

の
か
議
論
と
な
り
、
直
哉

が
昇
之
助

に
生
き
写
し

で
あ

っ
た

ろ
う

と
述

べ
る
。
次

い
で
龍
華
寺

の
高
山
樗
牛

の
墓

に
詣

で
る
。
直
哉

は
樗
牛

の
も

の
は
読

ん
だ

こ
と

が
な

か

っ
た
。
直
哉
と
川
村
弘
だ
け
久

能

山

に
向
う
。

家
康

の
墓

に
詣

で
る
。
静
岡

に
行

き
千
鳥

座

で
田
舎
芝

居

「
敵
討

肥
後
之
駒

下
駄
」
を

見

て
戻

る
。

(日
記
)
(
『芳
舟
遺

稿
』
所
収
川
村
弘
日
記
)
(
『興
津
』
)

直
哉

は
、
田
中
平

一
・
徳

川

・
志
賀
家

に
葉
書
を
出
す

。
(日
記
)

*
直
哉

は
、
『
樗
牛
全
集
』

が
出

た
時

、
買

っ
た
が
結

局
読
ま

な
か

っ
た
。
(対
談

『秋
の
夜
話
』)

4

・
7

(木

)

直
哉

ら

一
行

は
、
興
津
を
出
、
三
島
を
経

て
、
箱

根
に
行
き

、
橋

本
屋
に
泊
る
。
(日
記
)
(『芳
舟
遺
稿
』
所
収
川
村
弘
日
記
)

木
下
利
玄
が
直
哉

に
絵
葉
書
を

出
す

。
(
『志
賀
直
哉
宛
書
簡
』
)

4

・
8

(金

)

直
哉
ら

一
行
、
芦
ノ
湖
で
遊
び
、
塔
の
沢

の
新
国

(新
玉
の
湯
?
)
に
泊
る
。
(日
記
)
(『芳
舟
遺
稿
』
所
収
川
村
弘
日
記
)

*
新
玉

の
湯

の
風
呂

の
壁
画
は
四
條
派

の
絵
。

四
條
派
と

い
う

こ
と
が
、
有
島
生
馬

や
直
哉

の
気

に
入
り
だ

っ
た
。

(
『芳
舟
遺
稿
』
所
収
M

38

・
1

・
6
川
村
弘
日
記
)

4

・
9

(土
)

直
哉
ら

一
行
、
帰
京
。
竹
葉

で
昼
食

に
鰻
を
食

べ
解
散
。
直
哉
と
川
村
弘
と
は
歌
舞
伎
座
で
観
劇
。
「
桜

の
御
所
」
「
日
蓮

聖
人
辻
説
法

」

を
見
る
。
梅
幸
、
羽
左
衞
門
、
吉
右
衛
門
、
菊

五
郎
、

八
百
蔵
、
市
蔵
な
ど
。

(日
記
)
(『芳
舟
遺
稿
』
所
収
川
村
弘
日
記
)
(『興
津
』
)
(
『続
々



歌
舞
伎
年
代
記
』
坤
の
巻
)

4

・
10

(日
)

隅
田

川
上
流

で
、

午
前

八
時
か

ら
午
後

五
時
頃
ま

で
輔
仁

会

の
第

十
回
端

艇
競
漕

会
を

開
催
。

(『学
習
院

一
覧

明
治
三
十
八
年
九
月
～

三
十
九
年
八
月
』
「輔
仁
会
記
事
摘
要
」
)
(M
37

・
6

「学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
」
63
号

「
雑
報
」)

直

哉
は
、

田
中
平

一
と
向
島

の
ボ

ー
ト
レ
ー

ス
に
行
く
。

B
組

の
初

優
勝
。
植
半

の
宴
会

に
は
顔
だ

け
出

し
、
泰
明
軒

で
食
事
。

(日

記
)

4

・
11

(月

)

午
後

一
時
か

ら
学
習
院

で
先
進
講
話
会
。

日
露
開
戦
以
来

の
海
軍

の
行
動
、
海
戦

の
有
様
な
ど

に
つ
い
て
の
小
笠
原
海
軍
少
佐

に
よ
る

二

時
間

ほ
ど

の
講
話

が
あ

っ
た
。

(M
37

・
6

「
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
」
63
号

「雑
報
」
)

始
業
式
だ
が
、
直
哉

は
午
前
中
は
在
宅
、
午
後
よ
り
岩
倉
道
倶

の
家

に
寄
り
、
学
習
院

に
登
校
し

て
先
進
講
話
会
を
聞
く
。
小
笠
原
少
佐

の
話
、
広
瀬
武
夫
中
佐

の
絶
筆
な
ど
を
見
聞
し
、
反
戦
的
な
感
想
を
抱
く
。
田
中
仁
之
助
、
田
中
平

一
が
来
宅
。

(日
記
)

4

.
12
(火
)

直
哉
は
、
夜
、
琴
平
亭

に
行
く

。
岡
太

郎

の

「
日
吉
丸

稚
桜
」
三
段
目
、
大
吉

の

「
三
十
三
間
堂
棟
由
来
」

(柳
)
、
梅

登

の

「
玉
藻

前
曦

袂
」

三
段

目
、
団
栄

の

「
明
烏
夢
泡
雪
」
山
名
屋

の
段
を

聞
く
。
鶴
仙
亭

に
行
き
、
生
島
太
夫

の

「義

経
千
本
桜
」
三
段

目
切

(鮨
屋
)

を
聞
く
。

(日
記
)

4

・
13
(水
)

直
哉
は
、
朝
か
ら

「
武
課
」
ま

で
す

べ
て
出
席
。
岩
倉
道
倶

の
家
に
有
島
生
馬
と
行

く
が
不
在

。
岩
倉
道
倶

の
過
ち
を

正
さ
ね
ば

な
ら
な

い
と
思
う
。

(日
記
)

4

.
14
(木
)

直
哉
は

「
国
文
」

一
時
間
出
席
し

て
帰
宅
。
田
中
平

一
と
銀
座
を
散
歩

し
、
林

三
郎

の
家

に
寄

っ
て
八
時

頃
帰
宅

。
内
村
鑑

三

『後
世

へ

の
最
大
遺
物
』

を
半
分
読
ん
で
寝

る
。
号
外
で
読
ん
だ

マ
カ

ロ
フ
提
督

ら
の
戦

死
に

つ
い
て
反
戦
的
感
想
を

日
記

に
記
す
。

(日
記
)

4

.
15

(金
)

直
哉
は
学
習
院
を
休
む
。

『義

太
夫

秘
訣
』
を

読
む
。
夕
方

、
岩

下
家

一
、
田
申
平

一
が
来
宅
。

ラ
ム
の

.日
巴
Φ
の
砕
O
B

ω
プ

・゚
脚
①ω
O
①
霞
叺

の

、、↓
ロ
①
ζ
興
o冨

畧

9

<
①
蝕
8
..
を
読
む
。
新
約
聖
書

「
ガ
ラ
テ
ヤ
人

へ
の
手
紙

」
第

六
章
を

研
究

。
(日
記
)

4

.
16

(土
)

直
哉

は
学
習
院
で
授
業

を
受

け
、
林
三
郎

と
帰
宅

。
三
時
頃

か
ら
田
中
平

一
が
来

る
。
夕
方
か

ら
東
橋
亭

に
行
く
。
梅
登

の

「廓
文
章
」

志
賀
直
哉
年
譜
考

(六
)

八
三



志
賀
直
哉
年
譜
考

(六
)

八
四

(吉
田
屋
)
、
呂
行

の

「
本
朝
廿

四
孝

」
四
段
目

(+
種
香
)
、
広
勝

の

「
碁
太
平
記
白

石
噺
」
、
団
昇

の

「
大
星
出
立
」
、
昇
之
助

の

「
新
版

歌

祭
文

」
野
崎
村

の
段
を

聞
く

。
(日
記
)

4

・
17

(日
)

午
前

、
直
哉

は
川
村

弘
に
前
夜

の
批

評
を
手
紙

で
送
る
。
午
後

は
行

軍
の
支
度
。
夜
、
直
哉

は
九
時
頃
ま

で
川
村
弘

の
家
、
田
中
平

一
の

家

に
も
行

き
、
十
時
に
帰

宅
。
(日
記
)
(『芳
舟
遺
稿
』
所
収
川
村
弘
日
記
)

4

・
18

(月
)

高

等
学
科
及
び
中
等
学
科

四
年
級

以
上
の
学
生
二
百

二
十
九
名
が
府
中
地
方

へ
五
泊
行

軍
。
(
『学
習
院

一
覧

明
治
三
十
八
年
九
月
～
三
十
九

年
八
月
』
「記
事
摘
要
」
)

直
哉
も
行
軍
に
参
加
。
第
二
中
隊

の
第

一
小
隊
第

一
分
隊
で
部
下
は
十
二
名

。
蕨

町
泊

。
(日
記
)

*
行
軍

中

の
出
来
事
は
、
「
春
季
行
軍
記
事

」

(M
37

・
6

「学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
」
63
号
)
に
詳
し

い
。

4

・
19
(火
)

行
軍

二
日
目
。
前
田
利
彭
に
直
哉
は
帽
子

の
桜
草
を
と
る
よ
う
注
意
さ
れ
る
。
志
木
町
泊
。
部
下
は
十
名
だ

が
、
な
ら
ず
も

の
で
言
う

こ

と
を
問
か
ず
他
所

で
飲
酒
。

(日
記
)

4

・
20
(水
)

行
軍
三
日
目
。
所
沢
泊
。

(日
記
)

4

・
21
(木
)

行
軍

四
日
目
。
直
哉
は
、
風
規
衛
兵
司
令
と
し

て
汽
車
で
府
中
入
り
。

(日
記
)

4

・
22
(金
)

行

軍
五
日
目
。
前
夜
、
大

山

二
二
島

・
東
郷

が
外
泊
、
前

田
も
外

泊

に
近

い
こ
と
を
し

て
飲

酒
、
直

哉
と

口
論

に
な
る
。
高
井

戸
泊
。

(日
記
)

4

・
23
(
土
)

行
軍

六
日
目
。
九
時
頃
、
学
習
院
着
。
直
哉
は
、
前

田
と
談
判
し
、
腕
力

で
の
決
着
も
考
え
る
が
、
田
村
寛
貞

.
黒
木
三
次

に
止
め
ら
れ

る
。
午

後
、
田
中
平

一
の
家

に
寄
り
、
有
島

生
馬
と
岩
倉

道
倶

の
家

に
行

く
が
留
守
。
夜

、
牛

込
亭

に
行

く
。
菅
太
夫

の

「玉
藻

前
曦

袂
」

三
段

目
、
柳
適
太
夫

の

「彦
山
権
現
誓
助
剣
」
七
段

目
、
相
生
太
夫

の

「傾
城
阿
波

の
鳴
門
」
八
段
目
を
聞
く
。

(日
記
)

4

・
24

(日
)

直
哉

は
夕
方
か
ら
田
申
平

一
と
東
橋
亭

に
行
く
。
呂
行

の

「
伽
羅
先
代
萩
」

六
段

目

(御
殿
)、
広
勝

の

「壼
坂
霊

験
記
」
、
団
昇

の

「
増

補
忠

臣
蔵

」
(本
蔵
下
邸
)
、
昇
之
助

の

「艶
容
女
舞

衣
」
酒
屋

の
段
を
聞
く
。

(日
記
)



4

・
25

(月
)

直
哉

は
朝

か
ら
宮
戸
座
で
観

劇
。
「
仮
名
手

本
忠
臣
蔵
」
「
清
水

一
角
」
を
見

る
。
寿
美
蔵
、
訥
子
な
ど
。

(日
記
)
(『続
々
歌
舞
伎
年
代
記
』

坤
の
巻
)

4

・
26
(火
)

林

三
郎

が
志
賀
家

に
来
宅
、
話

が
弾
ま
ず
、
直
哉

は
田
中
平

一
を
呼

ぶ
。
夜
食
後
、
有
島
生
馬

に
誘
わ
れ
、
広
勝

の

「
艶
容
女
舞
衣
」
酒

屋

の
段
、
団
昇

の

「鷓
山
姫
捨
松
」

(中
将
)、
昇
之
助

の

「
心
中
紙
屋
治
兵
衛
」
を
問
く
。

(日
記
)

4

・
27
(水
)

直
哉
は
、

ウ
ォ
ル
フ
の

「
独
文
」
を
休

ん
で
帰
宅
。
小
野
保
之
か
ら
内
村
鑑
三
が
土
曜

の
晩
、
講
話
会
を
す
る
と

の
電
話
。

(日
記
)

4

・
28
(木
)

朝
、

二
時
間
休
講
。
帰
途
、
直
哉
は

田
中
平

一
の
家

に
寄
る
が
不
在
、
柴
山
昌
生

の
家

で
遊

ぶ
。
昇
之
助

の

「
新
版
歌
祭
文
」
野
崎
村

の

段

の
評
を
書
く
。
午
後
八
時
半
頃
、
岩
下
家

一
が
来
宅
、
十

一
時
過
ぎ
ま

で
議
論
。

(日
記
)

4

・
29
(金
)

直
哉

は
、
夜

、
有
島
生
馬

の
電
話

で
、
東
橋
亭

に
行
く

。
綾

登
司

の

「
三
十

三
問
堂
棟
由
来
」

(柳
)、
梅

登

の

「
雪
責
」
、
呂
行

の

「
菅

原
伝
授
手
習
鑑

」
四
段
目
切

(寺
子
屋
)
、
広
勝

の

「
碁
太
平

記
白

石
噺
」
、
団
昇

の

「
彦
山
権

現
誓

助
剣
」
七
段

目
、
昇
之
助

の

「恋

女

房
染
分
手
綱
」
十
段
目
、
掛
け
合

い
の

「
壇
浦
兜
軍
記
」
三
段
目

(琴
責
)
を
聞
く
。

(日
記
)

4

・
30
(土
)

夜
、
直
哉
は
内
村
鑑
三

の
所

に
行
く
。
末
永
馨
か
ら
雑
誌
と
絵
葉
書
が
来
る
。

(日
記
)

士心
相貝
直
哉
年
説咽
考

(亠ハ
)

八
五


